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大阪外国語大学論集第34号（2006年）

言語接触かドリ
河浬語の場

フ
舎

トか

角 道 正 佳

　　　　　　　Language　Contact　or　Drift

－The　Case　of　ShiroRgol　Mongolic－一

KAKUDO　Masayoshi

The　alm　of　this　paper　ls芝o　show重ha重some　language　co簸tact　induced　changes　dlsc礁ssed　by　R6na－Tas，

Jalsan，蓋chinose，　Fleld　and　S豆a重er　can　be　regarded　as　dri負and　show　tyρlcal　example　of　language　contact

韮n（董uced　change　a難（i　dr韮ft．　Init茎a匪consonant　cluster　fbrmat沁鷺量轟Mongghu至as　Tibetan　influence　stated　by

R6na－Tas　is　basically　correct，　but　cl◎se　examirlation　of　Shirongol　Mongollc　shows痴at　each　language

has　each　consona礁亡c正uster　pat亡erns　and　de亡ailed　descrやt産o鴛　量s　necessary．　The　usage　of　dative－｛oca亡董ve

case　ln　Shera　Yδg慧r　language　w短ch　Jalsan　discussed　as　Tibetan　l隷f短ence　ls　臓ot　an　lsolated

phenomeno籍but　wldespread　ghenomenon　ln　Shirongol　Mongollc。　The　cha轟ge　i＞e　which　Jalsan

regards　as　Tlbe重an　influence　occuぎed　not　only　ln　Shera　Y6gur　but　also　Donggou　dlalect　of　Mongghul

wldely，　while　it　dldn’t　occ雛r　in　other　dlalects．　This　shows　transi重ional　l籠f豆uence　of　Amdo　Tibetan　in

varlous　lang装ages．　Ichinose　main重ains　that　zero　converb　l難Dunshang　ls　l鶏飛ぴenced　by　Chlnese．　However，

since　it　is　foun（圭　moぎe　or　夏ess　in　Shi罫ongo隻　Mongo韮歪c，　her　arg“men重　has　I量t縫e　evidence．　Retroflexed

consona譲s　are　abundant　i捻Dunshang　a熟d　they　are　clearly　la総guage　con重act　induced　phenomenon，　b戯

occurぎence　environrne鶏t　of　re重ぎoflexed　consonants　differs　倉om　language　to　language。　The　重e嚢dency　of

avoldance　of　syllable負nal　consonant　which　Ichinose　asser芝s　to　be　Chinese　influence　is　fヒ）囎d　not　only　in

D装nshang　but　also　l簸some　dialects　l鶏Monggh雛l　and　Kangiia。　Dunsha職g　and　Mangghuer　syllab｛e

struc重ure　changed　in　di挽re轟t　manner　in　splte　of　the　fact癒at　syllable　template　of　both　la勲guages　are　the

same　as　that　of　Chlnese．　Consonant　palata韮zation　fbund　in　Ka卵a　and　D撒shang　ls　a　go◎d　example　of

language　con£ac亡lnduced　change．　Vdarlzatlo簸and　loss　of　t｝｝e　word薮舞al　nasal　f（）囎d　in　all　Sh｛rofigol

Mongollc　ot嚢er　than　Shera　Y6gur　is　a　good　example　of　drifモ，　where　each　language　shows　each　s重age　of

development．
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醤語接触かドリフトか一河濠語の場合一

0。はじめに

　中華人民共和国の青海省および杖粛省で話されている東部裕固語、土族語、保安語、康家語、

東郷語を総称して河渥語と呼ぶことがある。土族語は土族語互助方書と土族語民和方書に大別さ

れるが、Janhunefi　（2003）はMongghul語、　Mangghuer語という独立した言語であると主張して

いる。しかし、この名称は環在十分には認知されていないため、従来の表現を用いることにする。

　本論文の陰的は、先行研究で指摘されてきた書語接触を再検討し、必ずしも雷語接触によって

生じた変化とは言えないものがあることを主張するものである。先行研究の中には、河渥語のど

れか一つの需語だけに注霞し、その言語のある特微が漢語（中国語）あるいはチベット語の影響

によって生じたものであると論じているものがある。しかし、河濃語の他の言語も同時に検討す

ると、岡じような特徴が観察される場合があり、その現象は隣接する言語による影響と考えるよ

りも、共通の特徴と考えたほうがよいと思われるものがある。例えば、チベット語との雷語接触

によって生じた現象と論じられているものが、チベット語の影響をほとんど受けていないと思わ

れる別の醤語にも見られる場合、雷語接触を原困と考えるよりは、共通の特徴あるいは傾向と見

なすべきであると思われる。こういった現象が河混語を除く蒙古語に見られない場合は蒙古語祖

語にはさかのぼれないまでも、河渥語祖語にさかのぼれる可能性がある。祖語にはさかのぼれな

い場合でも共通した変化の方向性が感じられ、その変化のある段階が各言語に現れていると考え

られる。

　『言語学大辞典』第6巻によると、ドリフト（drlft駆流、偏流）はSapirのLanguageで、「雷

語変化は雷語使用者の間でランダムに現れるさまざまな逸脱や変種の中で、ある特定の方向へ向

かうような変種だけが話者によって意識的に選択され、それらが集積されることによって実現さ

れる」と述べられており、第6章では、F言語を他の社会的産物と同様、均衡のとれたパタン、

換雷すると類型（type）に向かわしめる強力な駆流が言語受の表履の背後にある」また第7章では

「言語変化には、ある特定の方向に累積される個人的偏差を話し手が無意識裡に選択することに

よって生じる駆流があって、その方向は概してその書語の歴史的前歴から推断できる」と述べら

れている。駆流の例としてSapirが挙げているゲルマン語の骨音推移、すなわち「西ゲルマン語

から英語とドイツ語が分裂した後に両雷語の接触なしに、両書語に共通のウムラウトが環れた。

中高ドイツ語よりも約300年前に英語の方に先にウムラウトが現れた。このような言語自身に

秘められた内的変化をドリフトという」というのが本稿で論じたい立場を最もよく表している

（1）

。

1，先行研究

　河澆語の先行研究ではR6na－Tas（垂960a）が土族語の語頭子音連続の発生についてチベット語

の影響を論じている。この見解は基本的には正しいと思われるが、河漉語の他の言語も対象にし

て検討すると若干補足が必要になってくる。R6na－Tas（1960b）はさらに東部裕固語におけるチベ
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ット語の借用語にっいて記述し、R6na－Tas（1966）では土族語の借用語とチベット語の関係を論

じている。また樋口（昭58…1983）はR6Ra－Tas（1966）を再検討し主として土族語における＊p

の発展について論じている。Li（1986）は臨夏の保安語における漢語からの借用語について、漢

語臨夏方雷の44，42，24の調鮪を持つ音飾が保安語では高いトーンになり、臨夏漢語の22の調

値をもつ音飾が保安語では低いトーンになるという事実を明らかにしている。高いトーンは一語

中に一箇所以上あることもあるという点が重要である。阿・舎勒夫、馬国忠、阿・伊布拉黒麦、

陳元龍編著（2000）の辞書の表記によると、東郷語にも類似した現象が見られるが、隣接した漢

語の声調を記したデータがないために詳細は明らかではない。栗林（1988）は康家語を除く河混

語について言語接触を論じている。陳（1988）は語彙の面から、東部裕固語（紅石窩〉、土族語

（互助）、東郷語（鎖南墳）、保安語（岡仁）の諸書語で漢語、チベット語等の借用語がどれぐ

らいの割合を占めているかを示している。漢語借用語の占める捌合は、東部裕固語9．60％、土族

語（互助）】8．69％、保安語（岡仁）9．04％、東郷語4920％であり、チベット語借用語の占める割

合は、東部裕固語2．59％、士族語（互助）5．85％、保安語（同仁）53．62％、東郷語0．03％である。

ちなみに康家語の借用語を孫玄開主編、斯欽朝克圓著（隻999：278－307）の語糞リストに基づいて

計算すると、漢語借用語は23．3％、チベット語借用語は0．07％である。東郷語における漢語借用

語の割合および保安語（同仁）におけるチベット語借用語の劇合は共に約50％前後にも及ぶ。

＞KancaH　（1993）は東部裕固語におけるチベット語の影響を借用語、音声の影響の例、若干の格

の特徴、語義の面から取り上げている。後者3点にっいては再検討を要するので、以下で詳しく

論じる。一ノ瀬（1994）は東郷語について漢語からの子渉を音韻、形態、統語、語彙の面から論

じている。音韻のうちの音節構造の改変、形態のうちの動詞語幹による副動詞形成に関しては再

検討を要するので以下で詳しく論じる。佐藤（1996）はチベット語アムド方書からの借用語の面

から保安族とチベット族の畏族接触を論じている。Field（1997）は東郷語について概観してお

り、その中で東郷語の音節構造が隣接する漢語方書と共通点を有することを論じているが、この

主張は一ノ瀬（1994）の主張と岡じである。Fieldは音節構造に関する詳細なデータを提供して

くれているが、声調については何の言及もない。Slater（2003）は土族語民和方言（Mangghuer）

に関する本格的な記述であるが、言語接触、特に音節構造に関してはFieldと同じような発言を

している。

2．R6na－Tasの主張について

　R6na－Tas（1960a，．1966）は土族語に借用されたチベット語の形を研究し、土族語で可能な語頭

子音連続の型がチベット語の影響によって生じたと論じている。語頭子音連続は、＃C・VC2あ

るいは＃VC、C2のVが脱落した結果、＃C、C，という連続が生じることによって起こるので

あるが、この連続がチベット語で可能な場合に限って第～音節の母音が脱落しうるという主張で

ある。ところで土族語には＃VCVの最初の母音が脱落する現象も頻繁に見られ、この現象はチ
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ベット語とは無関係だと思われるので、母音脱落の条件を藏接チベット語の影響に結びつけるこ

とはできない。河渥語には多かれ少なかれ語頭母音の脱落が見られる。次の1～llはそういっ

た例である。「Lが母音脱落を表すが、どの言語のどういう条件で母音が脱落するかを規定するの

は難しい。東部裕固語は照那断圖編著（1981b：93－107）、土族語は照那斯圖編著（1981a：93－107）、

保安語は布和、劉照雄編著（1982：81－93）、東郷語は劉照雄編著（1981：109－121）の詞彙付録、康

家語は孫玄開主編、斯欽朝克圖著（1999）から引用する｛2）。

　　文語

藍　emUS－

2　ebesUn

3　ebifdUg

4　ayaγa

5　al日

6　imaγan

7　ene

8　adali

g　ed嚢r

lO　江ylle

ll　uyHa一

東部裕固語土族語

1醗es一

目wesen

5vedeg

aiga

曇le

嚢田aaa

ene

udur

ulee

yyla一

墾muse－

ti　vese

口vudeg

IJaGa

馨hi

imaa

5　ne

rL　dale

rL　dur

ule

ulaa一

保安語

Om疑si一

の

Iue＄u豆

ebdeg

aJ　IYa

臼le

ima葛

ene

adeh

uder

51e

難1a一

康家語

ロ

1風eSU卜

聾　veisun

曇veideu

a3iua

Ωne

imo

ene

adali

uder

i±e

ila一

東郷語

Imi＄ur－

Li　osun

藝odeu

壼iYa

uhe
iman

ene

udu

uilie

uila一

着る

草

膝

椀

不

山羊

これ

同じ

目

仕事

泣く

　R6na－Tas（1960：267）はチベット語ではfiという語頭子音連続が不可能であるため、蒙古語祖

語の＊pulaγanに対応する第一音節の母音は土族語では脱落しないと述べているが、12に示すよ

うに東部裕固語ではag－一音節の母音が脱落した結果を示している。13も類似した例である。9は

第一音節の母音のみならず、語頭子音も脱落していることを示す。Krippes（1992）の主張に従

うと、12の再構形は＊pulaγan、13の再構形は‡inege一であって、13のほうには語頭の子音はない

が、河渥語視語には語頭子音を再構せざるをえないであろう。

　　文語

董2　　u茎aγan

l3　　圭n茎ye一

東部裕固語土族語

霞｝aan　　　　fulaan

國nii－　　Ginee－
　　　　e

保安語

f滋ao

Ginee一

康家語

fulo

∫ine一

東郷語

xulan

onnle一

赤い

笑う

　河渥語のどれかで語頭子音連続が起こっている語の例を以下に述べる。7Lは語頭開音節の母音

が脱落したもの、ムは閉音節の語頭母音が脱落したもの、▽は閉音節の語頭母音が脱落した後、生

じた子音連続の最初の子音も脱落したもの、　　は音節初頭子音を持っている99－一音節の閉音節
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の母音が脱落したもの、閣は音節初頭子音を持っている第一音節の閉音節の母音が脱落した後、

生じた子音連続の最初の子音も脱落したもの、萎1は語頭母音が脱落し子音が添加したもの、◇は語

頭に鼻音が添加したものを示す。結果的に語頭子音連続が生じている語の右肩に＊を記す。

　　　文語

童4　ide－

15　麟9UUr

I6　061－

17　erte

l8　　umdaγas－

19　　δndegen

20　　angγa韮一

21　　ar扉isun

22　asaγu一

23

24

25

26

ende

6ndttr

e群lgen

sidUn

27　yeke

28　6ida．

29　　重akiya

30　a6i－

3玉eg農den

32　鯨e一

33Ja脚

東部裕固語

ede一

曇d3yyr

ムrde＊

aPUZl－一

ende

uo（iur

eld3iYen

XsleR＊

並e＊

越a－＊

daxaa

at∫a－

ydeR

ed3e一

d3uun

土族語

Ωde一

饗dziuur‡

饗d霧a－・

Asde＊

A　nda＄一＊

A　ndege＊

ム夏〕Gaii－＊

ムnd彩ase＊

ムSGa－＊

ムndaii＊

A　ndur＊

▽dzige

誕e寧

蟹e＊

鍾a一寧

tac．aUU

欝d3aa－・

ude

udze一

ndzop＊

◇

保安語

盗da一寧

udzir

rL（池i－

ete

ムndase－＊

endegi

anYl“－

andzisun

aSGe－一

under

endzige

虚uo＊

國dug

£go＊

蔭90

越a－＊

texa

黛a＊

atGi一

蓋dz±e－＊

dzylj

康家語

ide－

ud3ir

量　d3i－－

ete

eロdeYe

andeYe

ムndeYe＊

aljGel－－

a捻d3as登n

aSdH8－

asgu卜

ende

under

ムnd3iYe＊

∫idup

Ss｝ulj＊

匿gu

廻a－＊

ta）（a

t｛羅）（a

主xa＊

at∫i－

ido

ud3e－

ud3i－

d3un

d3yn

東郷語

idzig－

udKU

et§tU－“

et¢ie

undasu－

endeYei

anGel－－

a職d竃as疑ig

asa一

eRde

undu

endaeYe

§壌dum

fugie

tmGa

at§UI－

uidzieR

udqe－・

食べる

先

行く

早い

渇く

卵

〃

〃

開く

鍬

尋ねる

l
f

M　　　讐

L＿．　L．．

ゐ商い

ロバ

歯

l
l

大きい

l
l

できる

鶏

〃

〃

積む

門

見る

〃

百

〃
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34　Ukif一

35　16e一

堕い＊

hid3e一

言語接触かドリフトか一河浬語の場合一

fugu一　　魚u－＊

　　　　　團gu一

些ee－＊　　璽d3ie一

厨9域一

聾i－＊

逸i一奉

国　d3i－・

fugu一

surd7．e一

死ぬ

｝
1

恥じる

I
l

f
l

　ゼ保安語詞彙』にはndzθlj「葭」という語頭子音連続が記録されている。また、土族語東山

方言では他の方言にはある語頭の鼻音＋子音の連続が回避され、鼻音が脱落している。なお菓郷

語には語頭子音連続は存在しないが、擶和（1983）にはsd，　sdqが現れ、布和編著、硝精抗布

校閲（1986：45）はsr，　sd，　sdq，　fd，　fgという語頭子音連続を認める立場をとっている。以上

の現象を観察すると、単純にチベット語の影響では説明できないことが分かる。

3．XancaHの主張について

　Xaπcafi（1993）は東部硲固語におけるチベット語の影響について、借用語、音声の影響の例、

若干の格の特徴、語義の衝での影響について論じている。まず若干の格の特徴について検討する。

3．1．格支配

）KancaN（1993：119－200）は以下に示す東部裕固語の与位格（下線部）がチベット語の影響に

よるものであると主張している。

東部裕固語

mune　ny：r主旦xalda

私の顔を　　見てください。

dianjip≦茎璽xalda

映蔑を　　　見なさい。

1。鶏09堕t∫ege琵talja

物語を　聞こう。（～に耳を置く）

∫a昼e璽sura

ラマに　尋ねなさい。

mune　neresSg　tujagedeg　bei

私の名前は　トヤです。

チベット語

khong　gi　sha豆盤1ξos蓉ig

彼　の顔　を見る

glu　dbyang　hdi　　l璽　nyonc董9

音楽←　このを聞く

mi　rigs　skad蓋ugs　l曼shib擁ug　byed　dgos

鼠族の言語を　　研究しなければならない。

ngah｛ming工量　seng　ge　　zer　gi　yod

私の名前はセンゲ～です。

　東部裕固語がチベット語の影響を強く受けているのは事実であるが、格支配の実態を河浬語の

他の言語にも広げてみると、必ずしもチベット語の影響とは言い切れないことが分かる。「～に
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尋ねる」という表現は河淫語のすべての言語で与位格を要求する。東部裕固語、土族語互助方言、

保安語、東郷語に関するこの事実はTeauweB，　TollaeBa（1966：72）ですでに指摘されている。土

族語民和方言、康家語についても同じことが雷える。東部裕固語以外の例を1例ずつ示す。チベ

ット語の影響をほとんど受けていない東郷語でも同じ格を要求するという点は非常に重要であ

る。蒙古語の他の諸語（方雷）ではヂ～に尋ねる」は奪格を要求する。達斡爾語のみ奪格以外に

与位格または方向を表す語を取りうる。

土族言歪｝互助方書

　与　．．．ffba：vaG　sge：ne　baj　a：n　kunl2｛｝　sdzaGadza．『±族語話語材料』258

　　　　蛙は　　見て　　金持ちに　　　尋ねた。

民和方言

　与　mali　　pudera　xl　danang　binbier　ge竺鯉erseghe寸i，『中国民和土族民間故事』16（42）

　　　急いで走っていって　兵士に　　　尋ねた。

保安語

　与　tG±　　　ese　medesα　　gα：ge盤αSXα．窪保安語和蒙古語』108

　　　あなたは　　知らないなら兄に　　尋ねなさい。

康家語

　与　t∫i　　aba一盤aseUI！『康家語』99

　　　あなたは父に　　尋ねなさい。

東郷語

　与　㎝ei－ni　ot¢iendθ塁eαsα畝i　wo．『東郷語話語材料』152

　　　父は　　娘に　　　　尋ねた。

　f～を見る」にっいてはまず次の点を指摘しておかなければならない。東部裕固語にはF見る」

を表す語はxα1dα一以外にed3e一があり、対格を要求するということである。　xα1dα一は確かに

与位格を取りうるが、対格も取ることができる。『東部裕固語話語材料』よりすべての例を示す。

東部裕固語

ed3e一

　対格支配（ゼn形式も含める）

　　　tere　hk◎n£ere∫αltαB　kyken　ed3ege：」α昼α：dsan　be　geni：．

　　　その　娘はその　貧しい患子を見て　　行った。『東部裕固語話語材料』171

　　　t∫e　　　　ondor　j　imαht∫urte◎monepwα∫αltα91Lu｝ed3ege：

　　　おまえは今日　なぜ　　　　非常に　貧しい者を見て
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　　　　　　　　　　　　　　言語接触かドリフトか一河渥語の場合一

　　　　　eQged3e　GaGe∫dαGα：n．i：幾？！『東部裕固語話語材料』186

　　　　　こんなに大笑いしているのか。

　xαldα一

　　与位格支配の例

　　　　bu　司xe璽　　　　xαldα1α　kursende．．．il東部裕國語話語材料』31

　　　　私が恩禰（人名）に会いに　きたとき

　　　　kyken　tolGo越i：ne　xα1dαd3　xαldαGα：，『東部裕固語話語材料』i60

　　　　男の子は頭を　　　　見ながら

　　　　d3i：de：n　xα1dα1α　jα畠βα．『東部裕固語話語材料』ll9

　　　　甥に　　　会いに　　行った。

　　　　t∫e　　　　t∫cridαi：nRy：r憩xαldαsαkunse　hksgure＄ctmnct：

　　　　おまえは息子の　　顔を　　見ると　人から遠く離れている。

　　　　　『東部裕圃語話語材料』Bl

　　　　t∫e　　m凱ezαGαle璽xαldαロxα1dαn　ulejαmbα．『東部裕固語話語材料』181

　　　　あなたは私の　肖像を　　見ながら　　　仕事を　してください。

　　　　℃∫e　　　　Gαgt∫αdα9qαr　n（ユndαxαldαd3e　le　n．i：sen　b支：le：．

　　　　あなたは　一　　　圓も　私を　見て　　　　笑わなかった。

　　　　　『東部裕固語話語材料』186

　　　　bu　t∫e狙α坐teOgege：xαldαGα：n．i：k〈e）βi．『東部裕固語話語材料』186

　　　　私はあなたをこんなに　見て　　　笑っています。

　　対格支配の例

　　　　∫鋤∫α難α　　　　　　　e騰敏id3塾xαldαd3βα．『東部裕固認話語材料』132

　　　　シェンシャナ（人名）はその王子を　見た。

　　　　de：r！iLne　nege　xαldaGα：，『東部裕固語話語材料』168

　　　　上を　　ちょっと見て

　　　　t∫e　　ke：聡xαldαd3αbnα？『東部裕固語話語材料』173

　　　　おまえは誰を　見るか。

　土族語互助方言のケースについては角道（1991：39－40）で述べたので、結果だけ示す。ToπaeBa

（1973＞、Schr6der（1959，1970）、　lieissig（1980）の1－2450行の範囲で実数を示すと次のとおり

である。
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土族語 与位格

一
du
位格

一re

方向
づi

対格

縣nB

位格＋対格

　一re隔鴛u

ゼロ

s
鈴
瑠
e
樽
n
a
u
鱒

2
5
6

1
2

1

4
5
圭

1 3
4

　土族語践和方需はほとんど対格を要求するが、与位格、位格、方向格も取りうる。対格以外の

例を記す。

　　与位格（＝du）支配の例

　　　　Ω血豊　　nao－sa　guori　ww縫ang－ku　kong　bang　bai．『中国民掬土族民問故事』30（33）

　　　　おまえを見るとよその地方の　　者のようだ。

　　　　Ai　xinhuoluo－ku　muni　bian＝du　nao．窪中国民融土族民問故事』222（259）

　　　　　信じないなら私の体を　見なさい。

　　位格（・・di）支配の例

　　　　Gan　san－ge瓢1a　tergaha韮＝nang　dianli　danang　lia擁g謂亘エge　　　　　　nao－s亀

　　　　彼ら三人が　頭を　　　上げて　　梁を　ちょっと見ると

　　　　『中国民和土族践間故事』224（287）

　　方向格（r：juji，＝ji）支配の例

　　　　Ali　　Ajia　　　　chuangkuang－＝sa　ghada＝煙ge　　　　　nao－sa，

　　　　アリ姉さんが窓から　　　　外を　　ちょっと見ると

　　　　『中国民和土族民間故事』56（186）

　　　　niu・・ii　　ge　　　ji－lang．澤中国民和土族民間故事』176（101）

　　　　こちらをちょっと見た。

　　　　伽重　　ge　　　jl－lang．窪中国民和土族民間故事』176（102）

　　　　あちらをちょっと見た。

　保安語は対格を要求する。

　　　　ed瓢ねtgindαu§gegune　mbeu？『保安語話語材料』46　t¢indαは与位格・対格

　　　　彼は　あなたを晃るだろうか。

　　　　gθ：d威Re　si：tθrRa　udiigu　derαね．．．『保安語話語材料』75

　　　　自分の　影を　　見　　たくて

　　　　Geg　de1α㎎ud虹駆i．　『保安語話語材料』75

　　　　四方を　　　見た。
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　　　　　　　　　　　　　雷語接触かドリフトか一河湿語の場合一

康家語は対格を要求する。

　　　t∫iPtsonl　ud3±d3i　uYsina．『康家語』310，315

　　　家庭を　　見て　　　厚える。

東郷語は与位格または対格を要求する。

　与位格支配の例

　　　luge　heni　got§αni　q（ユruludろi　iregαwo　u　ui　j　e　giedai　soui　boru竃〕≦短

　　　鹿が彼の　角を　　返しに　　こない　　　かと　　左　右を

　　　　犠飢ed祖wo．『東郷語話語材料』79

　　　　見ていた。

　　　dCtU　idquandene　udqedq±　wo．『東郷語話語材料』70

　　　まだ周りを　　見ていた。

　対格支配の例

　　　ra3i虹狐濃3c3　h　6　KYpyB3．伽α田c纏紹b鷹「兄と弟」73

　　　兄を　　見ると　腹が立った。

　　　Hi3Hθiri3　ipθ9θR3　　6yaHa　roraiUltL　Hi3　yR）K3ca磁3H3riθHi　TYrYHKB3．

　　　お婆さんが帰ってきて二人で鍋を　　見るとお婆さんのは生だった。

　　　　伽㎜c翻2％∬κ「カブを煮る」83

　　　Hi3　y耳y几3Hi　Hi3　TayJI3i　j　aBy避＞Kbl　Hi36yA3y　mbllla　　　　3qiC3Hy　yCyn3

　　　ある日　　　　兎が　　　　　　井戸のところへ行って　水に

　　　　ro　j　zaULo　yH＞KθB3．　AYHCfiffCKHR　g351K「虎と兎」101

　　　　自分を　見た。

　チベット語の強い影響を受けていると思われる保安語、康家語が対格を要求し、チベット藷の

影響をほとんど受けていないと思われる東郷語が与位格を取りうるということから判断して、「見

る」が与位格を要求するというのはチベット語の影響とは考えにくい。

　河淫語の諸言語で述語がどのような格を要求するのかを検討すると、例えば次のようになって

いる。参考のため達斡爾語及びモンゴル語を付け加える。

1
2
3

　　　　　　菓部　　土族語　土族語

　　　　　　裕固語　互助　　民和

f～豊見る」　　婆　　対／滋　対／辱

「～藍尋ねる」　渉聡鱗1囁・　ilillSll二：。

「私の名前は．＿与

といいます」

保安語　康家語　東郷語　達斡爾語　　モンゴル語

対　　　対
tt

　．遵

対／霧対
蕩与滋：＿　奪／渉／方

対

奪
対
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「～に＿．させる」懸’ 　与

「～を恐がる」　奪　　奪

「道を行く」　　造　　対／造

「馬に乗る」　　対　　位／対’

　与：与位格　　対：対格

厚／対　’tS／造

奪　　　奪

対／与　奪

対

造：造格

与／造

対　　　奪

　　　　与

対 　対／上

奪：奪格

造　　　　　　造

奪／与／対　　奪

造　　　　　　造

与／対　　　　対

上：「上」という語彙

　）KaAcaH（】993）の主張は上の】，2，3の与位格がチベット語の影響であるということであった

が、与位格を要求するのは4もそうである。モンゴル語でも受益者やgoalを表す「～1監食べさ

せる」「～に見せる」の場合は与位格を取るのが普通であるが、河澆語ではさらに動作主を表す

揚合も与位格が広く用いられるという共通の特徴がある（3｝。3にっいては並行例が見当たらない

ので詳細は分からない。

3．2．「主1＝「私」

　）KancaH（1993：202）は菓部裕固語のed3enが「主」、「他の」「私」の意味で罵いられるのは、

チベット語のbdagの影響であると主張している。チベット語のbdagは「主G、「他の」という意

味で用いられる以外に、《BoChicaryavatara》（入菩提行経）に「私」の意味で用いられた例があ

ると述べている。　東部裕固語のed3eRに鮒応する土族語はnjeenであるが、　f私」の意味で用

いられた｛列が土族語互助方言の下位方醤である蛤拉直溝方言を記したTOIIaeBa（1973）の皿2

「蛙」、M5ジマンガス」、　M　7「妻1、理9「白い皇帝と黒い豊帝j、簸11　f黒馬」及び沙塘川

方君を記したHeissig（1980）に見られる。しかし東溝方言、丹麻方言、天祝方言には見当たら

ないことからチベット語の影響にしても一部にしか広がっていないことになる。

3．3．i＞e

　XancaH（1993）の主張するもう一つの点で再検討を要するものは、母音eについてである。

東部裕固語ではチベット語アムド方言の影響でi　＞eという変化が起こっているというのが彼

の主張である。チベット語からの借用語以外の具体的な例が挙がっていないが、確かに東部裕固

語の固有語におけるeの多くはモンゴル文語のiに対応するものである。またチベット文語のi

がアムド方言ではeになることが多いのも事実であるω。

　モンゴル文語の1またはuに対応する東部裕固語の固有語の母音がどうなっているかを河淳語

の他の書語もいっしょに示すと、次のようである。語彙の選択には照那斯圖（1985：89）を利用

した（5）。というのは同書において土族語互助方書と民和方言との遼いの一つに母音の融合現象

が挙げられているためである。民和方言の各種の母音が互助方書では［e］に融合していると照那

斯圃は述べている。しかし以下の例から明らかなように、互助方轡でも東溝方言は母音が融合し

ているけれども、他の下位方言では融合していない。互助方言の東溝及び民和方言の罠和1は照
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言語接触かドリフ｝・か一河浬語の場合一

那斯圖（1985：89）、恰拉直溝はTollaeBa（1973）、那龍溝はde　Smedt，　A．　et　A．　Mostaert（1933）、

沙塘川はSchr6der（1959，1970）及びHeissig（1980）、民＄”　2はSlater（2003）及びChen他（2005）

より引用する。

文語 東部

裕圃語

土族語

互助方雷

溝東

e

恰拉直溝那龍溝

韮，e

1
2
3
4
5
ー
0
7

6
i

重a癬一

qonm

morin

qu「uγun

ke曲n

caγasun

tαn欝一

xo：雌

mo：r鍵

xur総：ミn

ke磯n

七∫α：麟

t磯

ta薦一

xun糞

mor蔓

xor慈

ke麟

穫l

TaHl－

xeHl

M・pl

xypl

1，e

み
ts蚤

1a環一

xon叢

mor雲

XU鷲

K董汲糞H（sic）kidl

川塘

e

沙

L

　萱
ts玉

tan真一

　　　；

xun糞

mor尊

xu噂

kide

重siald薦

　民和方言

一民和1　民和2コー，u，e，e　1，　u

tanlX・－

qon・1￥

tGaldz嚢　・｛a且A3婆　t6i　e　rdz鰻

qur緊

kedti

t§ars欝

ql　　おまえ

重a轟　　知る

khuoni　羊

mo透　　馬

Rhu鱒　指

　　　　　いくつ

　　　　　紙

　確実にチベット語の影響を受けているはずの保安語と康家語の例を以下に記す。eは保安語に

おいてもわずかにしか見られないし、康家語では金く見られない。保安語嗣仁は陳乃雄等編

（1985）、保安語大徴は佐藤（2004）、康家語は孫玄開主編、斯欽朝克翻著（t999：278－307）に基

づく。7の6ayasun「紙」に対応する固有語は存在しない。

1
2
3
4
5
v
e

6
i

tani－

qonln

morin

　　　　保安語

一同仁　　　大徽f凸

　　礒
tα藤一　一

康家語

Gen議

me囑

GO飛§

聡or魚

qu「uγun

kedUn

Gor

ku磁D

ta晦

　　　

”暫xon鑑，　x級n雰、

田or奪

gu噂

おまえ

知る

羊

馬

指

いくつ
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　結局、i　＞eは東部裕固語のみならず土族語互助方需の東溝方書でも広く起こっているが、

他の方喬にはほとんど起こっていない。チベット語の影響としても影響の及び方は書語（方言）に

よって大きく異なっている。

4．一ノ瀬（1994）の主張について

一 ノ瀬（1994）は東郷語について漢語からの干渉を音韻、形態、統語、語彙の面から論じてい

る。まず動詞語幹による副動詞形成について検討する。

4．Lゼロ副動詞（＝動詞語幹）

　動詞語幹による副動詞を以下ゼロ副動詞と呼ぶことにする。～ノ瀬の主張は漢語の影響により、

東郷語ではゼロ副動詞が多用されるようになったというものである。

　ゼロ副動詞は（D複合動詞、（2）動詞の重複形、（3）動詞＋補助動詞、（4）意昧的独立性を有する

2動詞の結合、（5）多動詞結合、（6）複述語をもつ単文、（7）複文に現れる（6）。（3），（4）は中世蒙

古語にもわずかに見られ（一ノ瀬（1994：188－190））、（2）はハルハ方言（一ノ瀬（1994：190））、（3）

はjad－「～しかねる」がくる場合に限りチャハル方雷（～ノ瀬（1994：190））では規則的にゼロ

副動詞になるのに対し、漢語では（1）から（7）のすべての場合に可能である（一ノ瀬

（1994：195－198））。（3）の補助動詞としてあげられている語はagi「取る」、　etSt「行く」、　ba2

iいる」、da「～しかねる」、　Sida「できる」、　t¢i　j　iジ始める」である。　Slater（2003：328）も土

族語艮和方言に関して同じような発雷をしている。

　（2＞に相当する土族語互助方書の形は昨分離副動詞で表される。以下、（1），（3），（4）に相当す

る河渥語でゼロ副動詞が取れる環境を示す。言語によって形式が違うので、モンゴル文語形で記

す。δida－「できる」、　yada－「できない」、　saγu－　「～ている」、06i－「～ていく、～てしまう」、6g－

「～てやる、～てもらう1、bara－「～終わる」、γar－　　「出る」、　ire－　9～てくる」、　yabu－f～てい

く」、gege－「～ておく」である。

6ida一 ada一 sau一
oこi． 6一 bara一 ar開 ire一 a翻一 e　e一

東部裕國語 十 ÷ ÷

土
　
族
　
語

東溝胴一一一冊曜冊騨鴨冊需脚嘗髄曽幽一階一嘗

恰拉直溝層隠騨一吻鴨幽曽幽幽幽幽曽需隔騨”騨情幣

沙塘川冑幣鴨嘩一墜幽曽曽曽嘗一一需冊刷開冊剛隔

天祝冊　　一　　一　　罷　　冊　　w　　酔　　縣　　晴　　冊　　一　　昂　　鴨　　一　　卿　　幽　　一　　幽　　魑　　曽

丹麻

十謄冊扁需需朧

十門騨曽幽甲唱

一縛辱嚇一噌
十一，一需冒騨

十

十鱒噌臨幽一

階曽嘗需論
十讐嘗謄一隔

幣紳魑幽一

十

十唱悸幽魑嘗髄

一一謄曜隔胴
十一曽冊謄彌醒

十，即幽一瞥髄

十

十一嘗囑一

十冊隔隔一

十騨隔精胃

十髄圏鱒一

十

÷冒騙冊一

¶臨鍾幣

吻唱一嘔
牽一隠騨一

÷

冒酔卿需轄

吻畠曽一髄

一臨魑瞥髄

冊朧胴需噌

十彌曹曽魑讐

十讐幽盟瞬騨

一胴騨幣哨

甲曽幽魑唱

十

十幽圏一冒

十鴨轡彌甲

甲q吻一
十一一盟冒

÷

十冊P脚一一魑

曽幽瞥開需謄

髄一需隔需隔

冊胴晒聯嚇鞠

十

÷幽一一瞬一曽

÷騨P噂▼噂¶

冊P－P唱甲

髄一一冒一曽
十

民和 十 十 十 十 十 十

保
安
語

『保安語話語材料』畠一騨一瞥幽一幽冒瞥一”回謄冊扁冊需開騨

Sa◎aHCKH益　X3blK

牽一“一幽噂幽 十観一冊騨胴 十曜翻需騨R，

刷需，曽

十
一曽髄曽

十髄嘗一一一

曽謄需朧¶ 騨晴藺一 髄幽一翻冊柳 胴冑唱曹幽＿

康家語 十 十 十

東郷語 十 十 十 十 十 十
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言語接触かドリフトか一河澆語の場合一

　『中国民物土族昆聞故事』にはδida－「できる」に相当する語彙は金く出現しない。代わりにbol一

に対応する語彙ばかり現れ常に結合副動詞を要求する。『東部裕固語話語材料』では6ida－「でき

る」にはゼロ副動詞（12例）と共に結合副動詞（5例）が現れ、yada－「できない」にはゼロ副

動詞（36例）と共に結合副動詞（16例）が現れる。いずれもゼロ翻動詞のほうが優勢である。

しかし、－d3〈G）or－一（＜ju　orki－一）、－d3Sα一（＜導u　ab－）のように常に結合副動詞を要求する動

詞もある。土族語互助方言の丹麻方書には6ida－「できる」、　yada－「できないまはゼロ副動詞と共

に非分離副動詞も取りうる。またsaγu－f～ている」，odi－「～てしまう」、6g－「～てやる」、γar－

「～て出る、登る」，ire－「～てくる」、　gege－「～ておく」にはゼロ副動詞と共に結合副動詞も

取りうる。詳細は角道（2005：208－209）を参照されたい。

　～ノ瀬（1994：193）には東郷語のkGiji－一「始める」がゼロ副動詞を取ると述べているが、結

合副動詞や饅的副動詞も取りうる。ゼロ副動詞は3分の1程度しか現れない。kαji－一「始める」

についても同様である。布軸等編（1987）及びTOAaeBa（1961）からすべての例を拾うと次のと

おりである。布和等編（1987）には船iji－「始める」が結合副動詞を取るのが3例、葛的副動

詞を取るのが7例、ゼm副動詞を取るのが5例ある。　TOAaeBa（1961）では結合副動詞を取る

のが2例、呂的副動詞を取るのが2例、ゼm副動詞を取るのが2例ある。kαji一ジ始める」は布

和等編（1987）にしか現れない。結合副動詞を取るのが3例、目的副動詞を取るのが6例、ゼロ

副動詞を取るのが5例である。

　そもそもゼロ副動詞がどれぐらいの頻度で出現するのかを調べてみる必要がある。以下に示す

のは布和等編G987）、　ToMaeBa（1961）、阿・伊布拉黒麦記録、整理（1987）のテキストからφ

sdα一「できる」、φdα一「できない」を除いたすべての副動詞の現れる畷数である。ゼロ副動

詞には譲歩、仮定、霞的、限界の用法はない。また非分離副動詞及び分離副動詞の一deの使用例

は限られているので、結合副動詞、分離副動詞一deneと比較してみる必要がある。糞はゼロ副動

詞が結合副動詞より多い場合、　　はゼロ副動詞が分離副動詞より多い場合である。

結合 非分離 分　離 譲歩 仮定 霞的 限界

話者 話の題 一d雇 一n 一 de登e 一de φ 一senu 一se 一 1e 一 tα1α
白
玉
山
　
〃 虎とヤクと狐
ミラガギ

き
1 l

l

7 る
｛
1
Il

馬雪天

l
l
l

スズメバチと燕
ラマと大工
白い羽毛の服
猫と虎
諺

五
1
7
1

l
l
3
1

豊箋
豊 ，

1
2
1
8

そ
亨 1
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結合 非分離 分 離 譲歩 仮定 厨的 限界

話者 話の題 一 dろi 一n 一dene 一de φ 一senu 一se 一！e 一 tα1α

馬忠山 騙されたラクダ 20 3 4 茎 3 2 1

f
l どちらが年上か 14 6 3 2 1

〃 お婆さんの孫 45 44 8 5 34 1董 1

〃 謎々 5 7 2 2 3

〃 我々の風俗習慣 ll 1 2 8 4 1

〃 自分のことを話そう 34 12 蚕 8 韮6 2

馬謄林 雄羊と雌山羊 14 辱 4 玉6

1 マンガス婆さん
鍋漏漏

鷺 2

1
1

碁 l
l l
l

〃 家の上に誰がいるか 11 π
〃 泣いて鴨いて迎える 10 8 5 7

馬謄龍 虎と兎 8 6 H ｛3 1

〃 馬仲英一揆を起こす 52 2 20 万 玉6 8

〃 馬金牙 37 7 7 7 3

〃 唐王李世明と涯曖漸 50 董5 11 23 9

馬蘭花 蛙娘 50 14 2 歪3 嚢 32 叢0

柳森林 獅子と虎 17 圭7 3 1 8 3

聞占螢 コノハズクとフク吋と鳳鳳 17 玉9 7 1 15

馬淑花 二人の息子の嫁 29 7 10 10

馬進忠 角が出た人 3 1 写 5

〃 牛 2 2

馬忠議 ハレイを歌う由来 16 4 2 3 2

To双a一 兄弟 33 19 2 8 3 22 1

eBaの マンガス婆さん 25 26 4 6 28 5 1

インフ 蕪を煮る（老婆の孫） 21 4 26 8 2 27 2

オーマ 薪を探す人 29 24 1 9 6 36 2

ント マチェバ 23 5 12 2 2 16 2 茎

犬と猫 31 1 27 2 8 3 38 9

虎と兎 正3 2 2 2 6

鼠とモグラ 9 2 至 5 4 董
一

蘇菲葉 小さい孫 28 2 至0 11 15 4 33 7

〃 兄弟 20 6 5 而 17 4

一

　以上のデータから東郷語で結合副動詞や分離副動詞に比べてゼロ副動詞が特に多いわけではな

いことが分かる。（2）動詞の重複形、（4）意味的独立性を有する2動詞の結合、（5＞多動詞結合、（6）

複述語をもつ単文、（7＞複文にも現れうるという点に注目すると、東郷語は土族語民和方言と共

にゼロ副動詞が嵐現する頻度が極めて高いと需える。この点は漢語の影響と言えなくもないが、

ゼロ副動詞自体は河濃語においてはごく普通の形式である。

4．2，反り青音

　～ノ瀬（1994：180）は東郷語に関して蒙古文語の」，6，s（i）に対して捲雷音の亀，　ts．　Sが対応

すると述べている。鉱，tsについては固有語の子音までもがすべて蜷舌音（反り舌音）になっ

ている。反り舌音は東郷語のみならず、土族語互助方言や土族語民和方雷の固有語にもにも現れ

る。土族語互助方需ではある位置でのみ現れるのに対し、土族語民和方言では東郷語に似た条件
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轡語擾触かドリフトか一河浪語の場合一

で反り毒音が現れる。しかしその条件を音韻的に決定するのは難しい。反り青音が現れる環境に

方雷差（あるいはインフォーマント差）があるかというと、そうではなく、土族語民勅方雷につ

いては照那斯圓、李克郁（1982）のデータ（民話方言1）とSlater（2003）やChen他（2005）（民

和方雷2）のデータの間には反り舌音の現れ方は全く一致している。土族語互助方言は照那斯圖、

李克郁（1982）、東郷語は布和等編（1983）に基づく。

玉
2

3
4
56
78
Q
／
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1

1
2
3
4
5
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7
8
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茎
置
　
1
　
1
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茎
　
蓋
　
－

文語

6
i

nabこi

　ゆロ　　ワワ

guy蒙ce縣

qaγu6in

qan6ul

勘疑ra

JegUden

ji6a

重頭ye－

k（癖lye

（リ　　　ロcal）

己aγ

こaγan

6ina－

66gen

6iSttn

こasun

66UgedUr

19　｝aγu一

土族語

r”一’““’m”一“

互助方需　　民和方言1　民職方言2

tG

tga

la¢d3i

d3

kuikd易e－

xauud彩in

xandae

dz

dziuura

dziuuden

dzlida

tedzee－

kedzee

tG

tgaa

t6aG

tgaGaan

t鉱naa－

tGoon

tgise

t¢ase

℃gigudur

daiauu一

東郷語

あなた

葉

追いつく

古い

袖

中間

夢

矛

養う

いつ

お茶｛7）

時問

白い

煮る

少ない

血

雪

昨目

噛む
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若い

正しい

身につける

軟らかい
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鍬
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露
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新しい

黄色

焼く

行く
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〃

錐

粗い

笑う
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43　　sere一

44　　sakl一

sere一

sC

sge騨

言語接触かドリフトか一河浬語の場合一

ceri－

¢C　　　　　　x

G〈i＞gi－　　　Xlge一

gieri

S

sα駕i一

醒める

待つ／守る

　以上から分かることは、固有語における反り舌音は東郷語では破擦音」＞dq，　e＞£5に関して

は完壁に起こっているが、摩擦音sの場合は事情は単純ではない。eの上昇化及びそれに伴う二

重母音化と反り舌音化が複雑に関与している。

　漢語の影響が強い土族語民和方需でも固有語に反り舌音が生じるが、その条件ははっきりしな

い。前青母音の前ではts，　dqにはなりにくいとは雷えそうである。土族語互助方書ではある子

音の前にのみ§が現れる（8｝。

4．3．音節末子音の園避、脱落

　一ノ瀬（1994：180）は、東郷語の音節構造は著しく単純化し、閉音節の音節末にたっ子音は、n

かpに限られると述べ、これが漢語の影響であると主張している。Field（1997：io9－150）も同様

のことを述べている。東郷語の音節の変化にっいてはBu．　Bulaγ（1981）で記述されていること

でFieldの記述には新しいものはない。

　開音節化の傾向は東郷語のみならず、他の言語でも多かれ少なかれ起こっている。最も顕著な

のは音節末のg，γ園避であり、脱落したり、母音化したり？に変化したりしている。音飾末のb

にっいても菓山方言では脱落したりrや？に変化したりしている。音節末の1が鼻音になるとい

う現象は東郷語では普通に見られるが、岡様の現象は康家語にもわずかに観察される。なお個別

的な例ではあるが、malta－「掘る1の1は河渥語のすべての書語で鼻音になっている。22に示し

ていない保安語もmantα1一である。士族語東溝、東山、紅崖子溝は清格爾泰編著、李克郁校閲

（1988：369－396）、丹麻はLimusishiden＆Kevin　Stuart（1998）、康家語は孫玄開主編、断欽朝克圓

著（1999）、東郷語は布和等編（1983）より引用する。

文語

l　　aruγ

2　　uruγ

3　　bulaγ

土族語

東溝　　　東山

arOG　　arσ黛

araG

ur。G　　ur。望

uraG

buヱaG　bul。勧

　　　　　bulaG

紅崖子溝　　　丹麻

a「aG　　　　　　　　arog

uro：（養∫　　　　　　rog

uraG

bu10G　　　　　　bulog

康家語　　東郷語

arug

argu

αre＃　　籠

　　　　　〃

ura簸　　親戚

　　　　　　〃

btt1α”　　泉

　　　　　〃
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sa；

tser

manta一

　　　　　　　染料

　　　　　　　文字

pudるα｛豆

　　　　　　　ヤク

　　　　　　　蛙

teijα菱棒

I
I

l
l

　　　　　　　　花

1
｝

　　　　　　　半分

　　　　　　　確かに

　　　　　　　ボタン

　　　　　　　　11

dαBsuO　塩

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

f
l

　　　　　　　正しい

　　　　　　　　〃

αntα勾　金

qrα皇　　　JII原、　川

tGiemu難鉄

qα懇　　手

q（繊　　　火

¢iek　　尾

　　　　　　　　〃

mα且t（x一　掘る

　角道（1982）で指摘したように東郷語の開音節化は名詞語幹末（子音脱落）と動詞語幹末（母

音添加）で大きくその方向が異なる。また、東郷語のみならず土族語東山方雷、康家語にも類似

した音節来子音の圓避傾向が見られる。Field（1997：141）は東郷語の音節構造が漢語（回族の漢

語）との接触によって生じたものであるのは疑いないと述べているが、結果としての音節構造が

一致しているからといって漢語との撲触が唯一の原因とはいえない。というのは、Slater（2003）
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言語接触かドリフトか一河湛語の場合一

による土族語畏和方言の記述でも結果的には漢語と音飾構造が岡じになっているけれども、開音

節化の方向は東郷語と土族語眠和方言では異なっている。次に土族語民和方言にっいて東郷語と

比較して検討する。

5．Slater（2003）の主張

　Slater（2003）は漢語の音節構造と比較し、　Mangghuer（土族語民和方言）の音節構造は漢語の

影響で開音節志向の書語に変化したものであると論じている。土族語民和方書の先行研究による

データと付き合わせると、Slaterの記録した言語は比較的最近起こった変化の結果を示している。

類似した東郷語の音節構造と比べると、開音節化の方向への変化が両言語では異なっている。

　語頭子音逮続は東郷語には本来存在しない。一方、土族語民和方言はかって語頭子音連続が存

在したがSlaterの資料ではすべて回避されている。

　音節末子音で許容される子音への合流以外は、‡d，＊sを別にすると、東郷語では動詞は語幹末

子音のあとに母音を添加するのに対し、動詞以外では語幹末子音が脱落する方向に変化している。

一方Slaterの資料では語中では音節末の子音が脱落し、語末（語幹末）では音節末子音のあとに

母音が添舶する方向に変化する傾向がある。

　以下、音節末子音の有無だけについて検討する。先行研究の資料によると土族語民麹方言には

音節末子音が存在するが、SlaterやChenの資料では脱落する（1，2）か、後に母音が添加する（3，9，

IO，12－16）かして音節末子音はr，　n，　ng以外には現れない。東郷語では名詞では子音脱落、動詞語

幹末では母音添舶が起こっている。Mangghuerは語中の例が少ないので、先行硬究の関連するデ

ータを付け加えて示す。下線部が問題となる子音を表す。なお5，6，7はモンゴル文語では第二

音節に母音がある。

文語

語中

1　kebte－

2　n696i－

3　nab6in

4　6ab6i－

5　　dabusun

6　debis－

7　　dabusaγ

To双aeBa　　照那斯［圖　　　清格爾泰1

（董973）　　　　　（1982）　　　　　　（1988）

gaBil1一

耳a豆ce

lle隻ce一

laGtGi

dabsi

dabsaG

no：t¢i・一

daRudZl

Slater　　東郷語、布和

（2003）　　　　（1987，韮983）

Che難

（2005）

kldie－

nuoqi－

le塾eqi

kidmie一

1Ctもoep

dαDsu

横になる

過ぎる

葉

切る

塩

敷く

膀胱
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8　　giski－　　　　　一

語末（語幹末）

9　6eこeg

10

11　biこlg

l2

13　bos－

14　616s－－

15　　naγad－

16　69一

q工汲》Ka昼

gige量

6a旦

Ey及）K主£

Ta璽

60C一

Halgy－

yfiy一

ke互gi一

pudiZig

ta皇

bosま一

10si一

ke（蛎i一

毛¢id＄iG

pudaig

ta量sa

bosu－一

nadu一

qijiglhLe

beghe

tashi

bosi－

Iuosi－

nadu－

h雛一

踏む

ts±dae　　花

　　　　　木

　　　　　文宇

毛a量i　　　　石

bosi一　　　走量きる

Qliesi－一　飢える

nαdu一　　遊ぶ

ogi一　　　与える

　東郷語に関しては角道（1982）で記述したので結果だけを以下に示す。＊d，＊sは母音添加、そ

れ以外は動詞とそれ以外で異なった変化をしている。一は該当例が存在しないこと、空白は例が

見つからないことを示す。（）は例が少なくむしろ例外的なケースである。ただしn（g）はn～ng

を表し、nとljを区別しないでnで表す。

語幹末　動詞 1V rV，（φ）　gV （φ）gV

＊d　　＊s

dV　sV

dV　sV

dV　sV

Mangghuerの場合は語中か語末（及び語幹末）で異なった変化をしている。一は該当例が存在

しないこと、空類は例が見つからないことを示す。（）は例が極めて少ないことを表す。ただ

しn（g）はn～ngを表す。

音節末子音 寧r ＊
｛ 零m 寧n（9） ＊9 寧

γ
＊b

語中 動詞以外 r，（φ） r a（9） （khV）

語中 動詞 （mV）捻（9） φ φ φ

語末 動詞以外 r，（φ） 以9） gV gV

語幹末 動詞 （φ） 工V … 一
gV

＊d　＊s

（φ）

　　sV

dV　sV
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　岡じように開音節化への変化をしているとはいっても、変化の過程が異なる。両言語は結果的

に漢語の音節構造と類似したものになっているに過ぎない。なお音節構造全体にっいては角道

（2006）を参照されたい。

6．口蓋化

　明らかに漢語の影響であると考えられる事例にっいて一っだけ例を加える。ただし影響を及ぼ

す範囲は言語によって異なっている。漢語の臨夏方雷等では普通話のtl，　diがtgi，d厳に対応し、

康家語、東郷語の固有語にも影響を及ぼしている。保安語大土敦方書の例は佐藤（2004）、康家語

は孫玄開霊編、斯欽朝克圓著（1999）、東郷語は布粕等編（1983）及び阿・舎勒夫、馬国忠、阿

・ 伊擶拉黒麦、陳元龍編著（2000）（括弧で記した語）より引用する。

保安語

大土敦

康家語 東郷語

漢

語

モ

ン

ゴ

ル

語

1

2

3

4

5

6

7

8

9

至O

Il

l2

B
l4

15

ti’（提）

tie’xian且（鉄金欣＞

t董anZ㈱）

tian’ qi“（天気）

dian“（電）

ding’zi（釘子）

di4ban3（地板）

t曙iye一

temUr

重erigUn

tegerme

degere

d6rben

degU

degesU

藩ixαo

灘e漁

灘功dzi

纐d％e－・

絵∫ile一

t㎝mer

£erUlj

termα葛

deG◎肩

derαO

deu

desup

灘ientGi

鋸ian

藁きi馨dz糖

嬉3iban

鷺id3e一

欝i撮。

turu

毛Dmo～tormo

dere

dero

devu

deisun～des廿n

（姦ila－）

（醜han）

鍍ien

嬉婆ie無

¢lba益）

鍮e㈱一

論emu
麟iαru◎

鱗iemαn

滋iere

’alkarop

毒iαu

母iesu身

提

鉄シヤベル

甘い

天気

電

釘

床板、板敷き

養う

鉄

頭

臼

上

四

弟

縄

　保安語大土敦方言、康家語、東郷語はともに漢語の影響を強く受けている雷語であり、借用語に

は口蓋化子音が現れる。固有語における口蓋化子音の現れ方は東郷語が最も多く、康家語にはわ

ずかに見られるが、保安語大豫方書には騰う」しか見られない。もっともこの語は土族語でも

東溝流e面ee、那龍？ff　t≦idZie－、沙塘川tSid乏ie－、民和tedze・一、民和（Slater）tlejie一のように現れ、
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那龍溝、沙塘Jllでは口蓋化しているし、『保安語詞彙』でもtc2dze一というP蓋化した形式で記

載されているので、漢語の影響とは書えないかもしれない。康家語と東郷語の差は漢語の影響の

強さというよりも、口蓋化を起こす条件を満たしているかどうかに関わっている。つまり、モン

ゴル文語には存在しないti，　diの音連続が生じるかどうか、さらに雷うと、t，　dの直後の前舌母音

が高母音化するかどうかに関わっている。

7．語末鼻音

　言語接触による変化ではなく、ドリフトと考えられる例を一例だけ付け加えることにする。以

下特にRの保存状態について見ていく。東部裕固語では語末のnがよく保存されているのに対し、

土族語互助方言ではoの薩後でのみBに変化している。保安語ではすべてpになっている。そ

の他の言語ではnがいっ保存されいつηに変化するのかを音韻上の用語を用いて規定するのは

非常に困難である（9）。ただし東郷語に関してはnと1は対立しないで前番母音の直後にはnが

現れ、後舌母音の直後にはpが現れるという劉照雄編著（198i）の記述もある。この現れ方は

西北官話における鼻音の現れ方と岡じである。以下に引用した布和の資料ではnとpを書き分

けているが、上述の条件には轟てはまらない。東郷語の鼻音の詳しい状況については角道

（1995：46－50）で述べた。保安語ではpの直前の母音が多くは広い母音に変化している。康家語

では広母音oの直後で鼻音が脱落している。脱落する前の段階はおそらくoという子音だった

であろうと思われる。東部裕固語は保朝魯等編（1985）、土族語互助及び民和1は照那斯圖、李

克郁（1982）、土族語民職2はSlater（2003）及びChen他（2005）、康家語は孫玄開主編、断欽

朝克綱著（1999：278－306）、東郷語は布和等編（1983）より引用する。

　文語　　東部

　　　　　裕固語

　益　　　　　　滋

1　《荘mUn　　kttn

2bUd薮9Un　body：n

3｝egOden

466gen

5udaγan

6uyltan

7qaγan

8tabun

　n

土族語　　土族語

互助　　　民麹l

n　　　難

kun　　　k晦

buden　　　　bedu類

d3y：den　dziuuden　dzauduij

t∫ym

udα：n

jutαn

xα：n

n

tα：畠en

tgoon

udaan

juutan

xaan

n

もaavun

t§南

udasz

xuita§

qa葛

導

tabell

癖

土族語保安語　康家語　　東郷語

民和2

購

k・嬉

魏彗

識　　　n

ku毒　　kUR

bede羅　bedun

dzudαljl　d3udun

　　　　t∫yn

導

もαwe導

癖

R瘡

語

k晦　　　人

biedu馨　粗い

d箪uyd3i§夢

tSOH◎誌

礒dα毒

uitα1

寿

tavun／塔tαWU塔

㈲　　　尋

少ない

遅い

狭い

皇帝

五
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9yaγロ殺

　　n

董Oken

璽1蕪oya轟

12」6gelen

藍3kuiten

重4k6ngen

　　n

茎5qalaγun

董6eg嚢里en

　　n

l7Jaγun

言語接触かドリフトか一河浬語の場

Jα：n　　　Jaan

n　　　　　　　　n

ken　　　keR

玉ユニLJOII　　　　nOjoon

n　　　　　　　　n

d3y：ien　dzo◎lon

kyten　　kWiden

kepgeit

n

xαlum

n

d3u：n

　　n　　　　　　R

l8　qaYU6圭籍　xut∫en

　　n　　　　　　n

ig　olan　　　　olon

　　n

20altan

21arban

22騰laγa轟

23nayiman

24narin

25bayan

26d6rben

276aγait

n

αltαn

harBαn

生α：n

鳳e1斑αn

nαren

bejαn

dsrβen

t∫eGα：n

kopgon

裁

xal。溺

灘
、

ul。難

墾

dzo難

Ja嚢

ken

nOjan

n

dkOlen

kuiten

kOBgen

譲

qalulll

n　　　　　　慈、

xaUU（iZin　qaut雨

n　　　　　鶏

ulon　　　u

n

xaldan

xaran

fulaan

na二L二L矯an

蕪are捻

bajaan

deeren

t¢aGaan

鶏

arta導

xarba灘

xula難

na工磁a灘

narθ難

baja薫

derba灘

も§aGa鶏

ya驚

n

kan

n

kuanguan一

n

khaoqin）（i：t¢α籍xuait∫

wuian

　　　　合一

」α裁　　JOへ一J　a！B

難　　　φ

kα難　k。

　　　　　　n工o

菊　　　　φ

d篇u1α欝d3ilo

kitα難　k登ito

　　　　　　kuit∫o

籍　　　φ

xele難xul。

　　　　　　　φ

一　　　　ほho

墾、．　　　n

込dze灘　　d3un

　　　　　　d3yn

難　　　φ

　　　　　　　　　　　　0

難　　　φ

　　　　　　ulu

熱　　　　φ

αltα難anto

hαrwα嚢har。

fu1Ctil　fu！。

n二L磁α灘　　nalmO

nα：rαllj’　naro

bα両baj。

derα箋〕　dero

chighal蒸蓉土¢±）（α澹　もxixo

」α難

n

kien

ROjQn

daolien

kuit¢ien

gogglen

簗

qα1購

ohe簸

n

籔

quαit§e薙

陰

。扇

毒

αntα寿

hαr・灘

xu1◎簿

ne↓塒αお

nα「u嬢

bαjq覧

ciZier◎難

tsi嫡

何

誰

宮吏

柔

寒い

〃

軽い

熱い

雲

百

I
I

古い

多い

〃

金

十

赤い

八

細い

豊かな

四

白い

　以上の現象を大まかに見ると、全体としてはn＞p＞ゼロという方向に変化するというドリ

フトがあり、その途中の様々な段階を各言語が留めていると雷える。n＞pの引き金になるのは、

広い母音あるいは後香母音であり、lj＞ゼロの引き金になるのは広い母音である。
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8．まとめ

　ブリヤート方言やオルドス方書を除いた東のモンゴル諸方書が閉音節志向の言語であるのに対

して、河淳語は開音節志向の雷語である。その特徴は語末の短母音の有無にもっとも顕著に現れ

る。一方、河混語を除く多くのモンゴル諸語（諸方言）では第一音節の母音が保存されているの

に対し、河淫語は第一音節の母音を脱落させる方向に変化するという強いドリフトがある。この

違いをアクセントの位置の違いに求める説があるけれども、軽々しくは結論を下せない。オルド

ス方言やカルムイク方言を除く多くのモンゴル諸方言（諸語）に共通の特徴は語幹末のnからp

への変化である。河淫語では東部裕固語だけがこれに抵抗している。海渥語を他のモンゴル諸語

（方書）から区別する特徴の一つはゼm副勤詞の普及である。

　以上論じてきた点を個別的にまとめると次のようになる。語頭子音連続はドリフト、ただし土

族語互助方書は結果的にはチベット語と同じになる。与位格の用法の一部は共通祖語を感じさせ

るものがあるが、決定的な根拠はない。しかしチベット語の影響とは必ずしも書えない。i＞e

はチベット語との書語接触であろうが、その及ぶ範囲は需語（方醤）によって異なる。ゼU副動

詞はドリフトであると考えられる。ただし漢語との接触による影響でその現象が促進された薗は

否定できない。粟郷語と土族語民和方言の反り養音は漢語との書語接触で生じたものであるが、

土族語互助方雷はチベット語との言語接触を考えなければならない。いずれにしても反り舌音が

起こる条件が異なる。音節宋子音の園避はドリフトである。ただし東郷語は結果的には漢語と嗣

じになる。Mangghuer（土族語民和方雷）の場合は音韻分析の仕方と深い関わりがある。語末の

母音は本来◎ff－glideの母音である。　q蓋化はまぎれもなく、漢語臨夏方雷の書語接触によって生

じたものである。語末鼻音の変化はドリフトである。この現象は東部の蒙古語諸方言や達斡爾語

でも広く起こっている。ただし東郷語は結果的には漢語西北宮話と同じになる。

註

（1）Saplrのdriftに関しては原書の外に、泉井久之助の翻訳、平林（1993）、『言語学大辞典』を

　参考にした。
（2）河澆語の語頭子音連続の型にっいて述べたものにQasbaγana（1998）があるが、これは『東部

　撚固語和蒙古語』、『土族語和蒙古語』、『東郷語和蒙古語』、『保安語和蒙古語』などの書物

　　に基づいたものである。語頭子音連続は下位方言でもかなりの違いがある。土族語互助方書

　　に関しては角道（1989，1990，1997，2005）を参照のこと。東郷語2，3，4は語頭の母音が脱落

　　した以外に次の子音も脱落している。

（3）「～を聞く」の用例がほとんど得られないが、土族語民職方言には募位格を取る例が見られ

　　る。しかし次の1例を除いてあとはすべて対格を取る。
　　　　　N至一ge　binbier　n呈飛g罵盤chen董i　kuer　danang，　琿中匡1艮葦rl土族民閥故事』　38（143）

　　　この兵士がこれを　聞いて
（4）Kalsang　Norbu他（2000）はrDo　sbis（道偉）及びReb　gong（同仁）の方書に基づいた記述
　　であるが、チベット文語のag，　eg，　id，　ud，　ln，　un，　ib，　ub，　im，　um，　i’，ぜ，　ir，　ur，　il，　ul，1，　uの主母音

　　に対応する部分に［e］が現れる。チベット文語のiのみならずuも多くの場合アムド方言で
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　　［e｝に対応する。堅賛道傑、貢保草（2000）は天祝ゲセルの韻文の部分に現れるチベット語
　　がアムド方雷とはわずかに違うとしている。［e］が現れるのは、文語のid，　ud，　in，　un，　en，　ib，

　　ub，　im，　um，　y，　ut，　ir，　ur，　er，　ll，　lil，　e1，1，　u，　eの主母音の部分である。

（5）照那斯圖（1981：89）は1，2，5，6，7及びモンゴル文語のtejlye－「養う」に対応する形式を示

　　しているが、重師ye一はこの議論とは関係しないので省き、　qonin雛」、　morin「馬」の例を付

　　け加えた。

（6）一ノ瀬が挙げている例をH本語で示すと次のようになる。iがゼロ副動詞である。複合動詞
　　：「帰って｛行かせた」、「降りて1来させた」、動詞の重複形：「恐れに｝恐れて」、「走りに

　　｝走って」、動詞÷補助動詞；（省略）、意味的独立性を有する2動詞の結合：「打ち1殺すj、

　　徒り1疲れる」、多動詞結合（2つあるいは3つ連続して現れる）：「跳び｛起きて｛くる
　　と」、「走り1逃げてiきた」、「跳びi起きて1きた」、複述語をもっ単文（主格が1つしか

　　現れずに2つの述語が現れる場合）、並列：「オオカミも恐れず授戌も恐れず」、「おまえに

　　なにもしないし1おまえの政権を奪いにも来ない」、従属：「打ち殺すと1すぐに」、複文（2

　　っの主格補語にそれぞれ述語がついたコトが結合したもの）：「磐が泣こうが1泣くまいが
　　h。

（7）河渥語の「お茶」はモンゴル文語のealの最後の1の要素に対応するものが存在しないこと

　　から考えて、モンゴル文語の子孫ではなく別に漢語から直接借用したものだと思われる。一

　　般に漢語からの借用語における反り雪音は河渥語でも反り舌音になる。しかし、圃有語もす

　　べて反り舌音化する東郷語を除くと、「お茶」の語頭子音に反り舌音を持っているのは土族

　　語民和方言だけである。

（8）土族語互助方書のleはtGの直前には通常は現れないが、天祝方言にqar－stGe　1444咄て」

　　という形が記録されている。

（9）『中国民和土族民間故事』の範囲で需うと、固有語のnの直前に現れる母音はi，　u，aであり、ng

　　の直前に現れる母音はo，臓aである。漢語借用語のnの直前に現れる母音はa，ia，　ua，　e，　i，　u

　　であり、ngの直前に現れる母音はa，　ia，　ua，　e，　i，　o，　ioである。共に主母音oの直後にはngし

　　か現れない。普通話のnがngになったり、逆にngがnになっているものが約20％ある。
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